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深
江
物
語
（
13
）

　

本
庄
小
学
校
の
話
（
１
）

深
江
塾　

森　

口　

健　

一

は
じ
め
に

今
回
は
深
江
の
ま
ち
の
数
あ
る
施
設
の
う
ち
、
正
寿
寺
や
大
日
神
社
に

次
い
で
古
い
歴
史
を
持
ち
、
人
々
に
な
じ
み
の
深
い
本
庄
小
学
校
の
物
語

で
あ
る
。
こ
の
物
語
を
記
す
る
に
際
し
て
は
、
本
庄
小
学
校
の
公
式
記
録

『
本
庄
国
民
学
校
沿
革
史
』
や
『
本
庄
小
学
校
同
窓
会
誌
』（
創
刊
号
、
八
十

周
年
記
念
誌
な
ど
）、
昭
和
十
三
年
卒
業
生
文
集
を
主
な
文
献
と
し
て
参
考

に
し
た
。
ま
た
昭
和
二
十
年
以
前
の
卒
業
生
や
、
筆
者
の
同
級
生
や
後
輩

の
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
の
卒
業
生
か
ら
も
直
接
聞
き
取
り
も
行
っ

た
。
取
材
に
際
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
つ
い
て
は
、
文
献
と
共

に
最
後
に
一
括
し
て
記
す
。

な
お
、
小
学
校
の
公
式
記
録
『
本
庄
国
民
学
校
沿
革
史
』
は
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
五

月
十
一
日
の
空
襲
に

よ
っ
て
戦
前
の
分
が

焼
失
し
、
昭
和
二
十�

一
年
六
月
五
日
に
、

当
時
の
藤
田
幸
伸
校

長
が
再
編
成
し
た
。

従
っ
て
戦
前
の
記
述

は
極
め
て
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。

「
本
庄
小
学
校
の
話
」
と
い
う
題
名
は
、
取
材
し
た
言
葉
や
文
章
を
物
語

風
に
記
述
し
た
こ
と
か
ら
つ
け
た
。
本
稿
は
、
ま
ず
主
と
し
て
時
系
列
に

沿
っ
て
戦
前
の
学
校
の
移
り
変
わ
り
を
記
し
た
。

学
校
創
設
―
深
江
小
学
校
と
青
木
小
学
校

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
ま
で

は
本
庄
村
は
深
江
村
と
青
木
村
、
西
青

木
村
に
分
か
れ
て
い
た
。
学
校
の
前
史

と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
寺
子
屋
が
あ
っ

た
が
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
ま
ず

深
江
の
正
寿
寺
に
深
江
小
学
校
、
さ
ら

に
明
治
六
年
に
青
木
の
無
量
寺
に
青
木

小
学
校
が
出
来
た
。
深
江
小
学
校
時
代

の
教
科
書
が
史
料
館
に
残
っ
て
い
る

（
写
真
１
）
こ
の
頃
の
小
学
校
は
、
未

だ
義
務
教
育
で
は
な
か
っ
た
。
明
治

十
九
年
（
一
八
八
九
）
国
に
よ
っ
て
小

学
校
令
が
定
め
ら
れ
て
、
尋
常
小
学
校

が
四
年
間
の
義
務
教
育
と
な
っ
た
。

明
治
二
十
二
年
に
深
江
村
と
青
木

村
・
西
青
木
村
が
合
併
し
て
本
庄
村
と

な
る
と
、
学
校
の
統
合
が
構
想
さ
れ
、

明
治
三
十
二
年
四
月
十
日
に
は
、
本
庄

村
は
か
つ
て
の
深
江
村
と
青
木
村
の
ほ

ぼ
中
央
の
地
（
現
在
の
本
庄
小
学
校
所

写真１　深江小学校時代の
地理の教科書

写真２　明治後期の本庄尋常小学校。校門には裁縫学校の看板もあった
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在
地
）
に
本
庄
尋
常
小
学
校
を

設
立
す
る
こ
と
と
し
た
。
直
ち

に
校
舎
の
建
築
に
か
か
り
、
明

治
三
十
三
年
三
月
三
日
に
は
校

舎
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
神

戸
市
立
本
庄
小
学
校
は
、
こ
の

落
成
式
の
日
を
も
っ
て
創
立
記

念
日
と
し
て
い
る
。
な
お
、
尋

常
小
学
校
に
は
明
治
三
十
六
年

に
本
庄
裁
縫
学
校
と
い
う
名
の

裁
縫
科
が
併
設
さ
れ
た
。

初
代
の
小
学
校
の
校
舎
は
木

造
平
屋
建
て
で
校
舎
玄
関
は
建

物
の
ほ
ぼ
中
央
、
校
門
は
校
庭

の
南
に
あ
っ
た
。
校
門
の
左
右
、

向
か
っ
て
右
に
本
庄
尋
常
小
学

校
、
左
に
本
庄
裁
縫
学
校
の
名

前
が
書
か
れ
て
い
た
（
写
真

２
）。
創
立
の
三
年
後
に
は
、
高
等
科
が
お
か
れ
て
本
庄
尋
常
高
等
小
学
校

と
な
っ
た
。

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
、
校
庭
の
西
寄
り
に
日
清
、
日
露
の
戦
役

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
慰
霊
の
た
め
忠
魂
碑
が
在
郷
軍
人
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
（
写
真
３
）。『
本
庄
国
民
学
校
沿
革
史
』
に
は
「
大
正
元

年
十
月
三
十
日
校
庭
西
側
ニ
東
面
シ
テ
老
松
ノ
茂
ル
南
側
ニ
忠
魂
碑
ヲ
建

設
シ
ソ
ノ
除
幕
式
ヲ
盛
大
ニ
挙
行
ス
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

二
階
建
て
木
造
校
舎
と
鉄
筋
校
舎

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
七
月
十
二
日
、
校
庭
の
拡
張
と
共
に
木
造
二

階
建
て
の
新
校
舎
が
完
成
し
た
（
写
真
４
）。
上
棟
式
は
同
年
三
月
四
日
で

そ
の
様
子
は
「
木
造
二
階
建
本
館
ノ
上
棟
式
ヲ
挙
グ
。
形
式
上
南
ヨ
リ
見

レ
バ
偉
観
ヲ
具
備
」
と
記
録
が
伝
え
て
い
る
。
同
時
に
そ
れ
ま
で
の
校
庭

が
東
に
三
一
二
坪
（
約
一
〇
〇
〇
平
方
㍍
）
広
が
っ
た
。

大
正
十
二
年
の
地
図
を
見
れ
ば
、
学
校
の
南
は
西
国
浜
街
道
を
隔
て
て

松
林
が
広
が
っ
て
い
た
。「
摂
津
名
所
図
会
」
に
も
描
か
れ
、
里
歌
に
も
歌

わ
れ
た
「
踊
松
」
で
あ
る
。

校
庭
が
南
に
拡
張
さ
れ
る
ま

で
は
、
こ
の
あ
た
り
に
は
小

規
模
で
は
あ
る
が
墓
地
が

あ
っ
た
そ
う
で
、
校
庭
拡
張

工
事
中
に
は
、
幾
つ
か
の
骨

壷
が
出
て
き
た
。
そ
れ
ら
の

骨
壷
は
素
焼
き
の
蛸
壺
の
よ

う
な
も
の
で
、
そ
の
多
く
は

破
損
し
て
い
た
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

四
月
十
五
日
、
校
庭
の
西
端

に
既
存
の
木
造
校
舎
に
接
し

て
鉄
筋
二
階
建
て
の
八
教
室

を
持
つ
校
舎
が
増
設
さ
れ
た

（
写
真
５
）。
こ
の
校
舎
は
昭

和
天
皇
御
即
位
記
念
事
業
と

写真３　本庄尋常高等小学校の前の忠魂碑

写真４　大正９年完成の本庄尋常小学校
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し
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
昭
和
九
年
の

室
戸
台
風
時
に
は
、
児

童
た
ち
が
先
生
た
ち
に

あ
る
い
は
抱
か
れ
、
あ

る
い
は
手
を
引
か
れ

て
、
二
階
建
て
校
舎
に

避
難
し
た
。
お
蔭
で
全

員
が
無
事
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
幸
い
な
記
録
と

し
て
伝
え
て
お
く
べ
き

で
あ
る
。

西
国
浜
街
道
を
隔
て

て
学
校
の
南
に
本
庄
村

役
場
が
、
校
舎
同
様
に

御
即
位
記
念
事
業
と
し

て
新
築
さ
れ
た
。
完
成

は
昭
和
四
年
四
月
十
四

日
の
校
舎
完
成
の
一
日
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
村
役
場
は
、
本
庄
村
が

神
戸
市
と
合
併
後
は
、
昭
和
三
十
三
年
か
ら
本
庄
公
民
館
と
し
て
住
民
に

利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
解
体
さ
れ
た
。

昭
和
四
年
の
春
、
第
一
三
代
校
長
と
し
て
岩
谷
省
三
先
生
が
着
任
さ
れ

た
。
先
生
は
道
徳
修
身
の
先
生
で
も
あ
り
、
昭
和
四
年
か
ら
昭
和
十
六
年

ま
で
在
職
さ
れ
た
。
二
、三
年
で
転
勤
交
代
の
あ
る
校
長
先
生
の
任
期
と
し

て
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
に
昭
和
八
年
に
は
「
給
食
場
ヲ

設
置
シ
貧
困
児
童
ノ
給
食
」
を
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
頃
、
我
が
国
は
昭
和

大
恐
慌
の
影
響
下
に
あ
り
、
弁
当
を
持
っ
て
来
ら
れ
な
い
所
謂
「
欠
食
児

童
」
が
本
庄
に
も
少
な
か
ら
ず
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
校
内
に
医
務
室
を

設
置
し
、
夏
に
は
深
江
浜
に
て
水
泳
練
習
を
開
始
し
児
童
の
健
康
増
進
に

注
力
さ
れ
た
。

卒
業
生
が
語
る
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
先
生
の
強
い
要
請
に
よ
っ
て

昭
和
十
二
年
新
築
の
三
代
目
の
校
舎
屋
上
に
「
五
輪
の
塔
」
が
建
て
ら
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
）。
岩
谷
省
三
先

生
は
そ
の
後
、
精
道
小
学
校
の
校
長
を
経
て
、
昭
和
二
十
年
本
庄
村
村
長

と
な
っ
た
。
遺
徳
を
偲
ん
で
教
え
子
た
ち
が
立
て
た
墓
は
、
今
で
も
本
庄

小
学
校
北
に
あ
る
本
庄
墓
地
の
中
に
あ
る
。

室
戸
台
風

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
二
十
一
日
の
朝
七
時
過
ぎ
、
気
象
観
測

史
上
最
強
と
い
わ
れ
る
室
戸
台
風
が
こ
の
地
を
襲
っ
た
。

「
昭
和
九
年
九
月
二
十
一
日
午
前
七
時
頃
ヨ
リ
…
高
潮
ニ
遭
ヒ
教
室
、
運
動

場
亦
海
水
ニ
洗
ハ
レ
…
机
、
腰
掛
等
浮
キ
流
レ
始
メ
タ
ル
タ
メ
…
登
校
セ
シ

児
童
ヲ
辛
ジ
テ
西
鉄
筋
校
舎
ニ
誘
導
シ
…
無
事
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
」
と
学
校

の
記
録
に
あ
る
。

こ
の
記
録
に

あ
る
よ
う
に
台

風
は
暴
風
も
さ

る
こ
と
な
が
ら

記
録
的
な
高
潮

が
あ
っ
た
。
高

潮
の
様
子
を
当

写真５　左手が室戸台風時に避難した鉄筋の建物
（1930年２月 17日、本庄小学校提供）

写真６　室戸台風当時の
深江南町４丁目附近
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時
の
児
童
が
作
文
に
残
し
て
い
る
。

「
校
庭
が
大
き
な
池
の
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
、
用
務
員
の
お
じ

さ
ん
が
胸
ま
で
浸
か
っ
て
い
た
の

を
見
た
」

水
位
が
一
㍍
に
及
ぶ
高
潮
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
学

校
の
南
は
、
松
林
と
葦
の
葉
が
茂

る
平
坦
な
地
が
海
辺
ま
で
と
続
い

て
い
た
か
ら
、
高
潮
は
海
か
ら
さ

え
ぎ
る
も
の
な
く
校
庭
や
校
舎
に

押
し
寄
せ
た
。

後
に
漁
師
に
な
っ
た
男
性
も
以

下
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。

「
地
引
網
の
大
き
な
船
が
…
札
場

通
り
の
阪
神
の
踏
み
切
り
を
越
え

て
氷
会
社
の
ほ
う
ま
で
北
の
ほ
う

に
流
さ
れ
て
い
っ
た
」

地
引
網
の
船
は
、
現
在
の
深
江

南
町
か
ら
深
江
北
町
、
本
庄
町
付

近
ま
で
札
場
通
り
を
波
に
乗
っ
て

流
れ
て
い
っ
た
。
舟
は
海
岸
に
あ
る
浜
戎
神
社
の
あ
た
り
の
浜
辺
に
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

浜
戎
神
社
あ
た
り
の
台
風
後
の
様
子
が
写
真
に
残
っ
て
い
る
（
写
真
７
）。

深
江
の
漁
師
の
中
に
は
、
高
橋
川
に
繋
留
し
て
い
る
持
船
の
様
子
を
見
に

行
っ
て
波
に
さ
ら
わ
れ
た
人
も
い
た
。
そ
の
人
は
、
船
か
ら
波
に
さ
ら
わ

れ
て
沖
に
流
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
風
向
き
が
変
わ
っ
て
、
南
よ
り

の
風
と
南
か
ら
押
し
寄
せ
る
波
が
、
そ
の
人
を
浜
辺
に
運
ん
で
高
橋
川
の

東
の
浜
辺
に
打
ち
あ
げ
た
。
大
き
な
怪
我
も
な
く
奇
跡
的
に
助
か
っ
た
そ

う
だ
。本

庄
自
慢
の
鉄
筋
校
舎

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
三
月
三
日
、
鉄
筋
三
階
建
て
校
舎
の
竣
工
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
三
年
前
、
昭
和
九
年
の
室
戸
台
風
の
被
害
の
経
験

を
教
訓
に
し
た
建
物
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
二
代
目
木
造
校
舎
は
、
建

て
ら
れ
た
大
正
時
代
は
遜
色
な
い
も
の
だ
っ
た
が
、
昭
和
の
時
代
に
な
っ
て

か
ら
は
、「
近
隣
の
学
校
に
比
べ
て
貧
弱
だ
」
と
、
児
童
も
親
た
ち
も
「
肩

身
の
狭
い
思
い
が
あ
り
、
学
校
に
対
し
て
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」
と
思
い
出
と
し
て
語
っ
て
い
た
。
こ
の
児
童
の
言
葉
は
、
当
時
の
教
員

で
あ
っ
た
中
島
実

先
生
の
「
児
童
を

引
率
し
て
他
校
を

訪
問
し
た
と
き
の

児
童
の
表
情
に
そ

れ
が
表
れ
て
い

た
」
と
い
う
話
と

重
な
る
。
そ
の
た

め
、
三
代
目
の
こ

の
校
舎
の
完
成
は

村
を
挙
げ
て
の
喜

び
だ
っ
た
。

写真７　室戸台風後の浜戎神社付近

写真８　五輪の塔を持つ本庄小学校
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こ
の
新
し
い
校
舎
に
は
屋
上
に
避
雷
針
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
避
雷
針

の
鉄
柱
に
は
水
平
に
約
一
尺
（
約
三
〇
㌢
）
の
間
隔
を
あ
け
て
五
つ
の
輪

が
取
り
付
け
ら
れ
た
（
写
真
８
）。
後
に
本
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
「
五

輪
」
で
あ
る
。
こ
の
塔
「
五
輪
」
は
、
道
徳
修
身
の
先
生
で
も
あ
っ
た
岩

谷
省
三
校
長
先
生
の
強
い
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
普
通
の
避
雷
針
よ

り
も
強
度
も
必
要
だ
し
、
輪
の
制
作
費
も
必
要
で
あ
る
。
村
の
財
政
の
問

題
か
ら
も
「
五
輪
」
設
置
反
対
の
声
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
避
雷
針
を
「
五

輪
の
塔
」
と
す
る
こ
と
を
先
生
は
強
く
希
望
し
た
。
こ
の
「
五
輪
」
は
、

中
国
の
古
典
に
あ
る
「
五
常
」「
五
倫
」
の
道
徳
的
な
意
味
が
表
現
さ
れ
て

い
る
。「
五
輪
の
塔
の
意
義
」
に
賛
同
し
た
深
江
の
篤
志
家
の
方
々
が
塔
の

設
置
に
あ
わ
せ
て
「
二
宮
金
次
郎
」
の
石
像
を
寄
贈
し
た
。
篤
志
家
の
氏

名
は
像
の
後
ろ
に
刻
ま
れ
て
い
る
（
藤
川
祐
作
「
本
庄
小
学
校
の
二
宮
金

次
郎
像
」『
生
活
文
化
史
』
第
四
一
号
号
参
照
）。

「
二
宮
金
次
郎
」
は
昭
和
二
十
年
代
に
は
お
札
に
も
な
っ
た
「
二
宮
尊

徳
」
の
幼
名
で
、
五
常
五
倫
の
実
践
者
で
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

非
常
に
幅
広
い
活
動
を
さ
れ
た
人
徳
者
で
、
か
の
「
報
徳
学
園
」
は
尊
徳

翁
の
教
え
を
学
ぶ
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
五
輪
の
塔
と
二
宮
金
次
郎
像

は
一
組
で
本
校
の
教
育
理
念
を
表
現
す
る
と
同
時
に
、
学
校
と
地
域
の
願

い
や
思
い
が
一
つ
に
な
っ
た
ま
さ
に
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

戦
争
体
験

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
八
日
に
、
我
が
国
は
ハ
ワ
イ
の
真

珠
湾
攻
撃
と
共
に
、
米
英
に
対
し
宣
戦
布
告
を
な
し
完
全
な
戦
時
体
制
に

入
っ
た
。
こ
の
年
の
四
月
に
は
全
国
の
小
学
校
は
国
民
学
校
と
呼
称
変
更

し
た
。
本
庄
小
学
校
も
例
外
で
は
な
く
本
庄
国
民
学
校
と
な
っ
た
。

本
庄
国
民
学
校
の
児
童
は
、
昭
和
二
十
年
に
入
る
と
共
に
始
ま
っ
た
米

軍
に
よ
る
当
地
へ
の
空

襲
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、

深
江
の
地
を
離
れ
「
疎

開
」
し
て
い
っ
た
。
疎

開
先
は
兵
庫
県
の
播
磨

地
方
の
、
い
わ
ば
過
疎

地
に
あ
る
お
寺
だ
っ
た

（
写
真
９
）。
集
団
疎
開

と
は
別
に
、
空
襲
の
目

標
か
ら
外
れ
そ
う
な
土

地
に
親
戚
の
あ
る
児
童

は
、
個
別
に
「
縁
故
疎

開
」
が
行
わ
れ
た
。（
戦

争
と
疎
開
の
体
験
に
つ

い
て
は
拙
稿
「
深
江
に

あ
っ
た
戦
争
１
～
３
」

『
生
活
文
化
史
』
第
四
六
～
四
八
号
参
照
）。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
当
時
、
本
校
の
南
の
海
岸
に
川
西
航
空
甲

南
工
場
と
い
う
海
軍
の
飛
行
機
を
製
作
す
る
大
き
な
工
場
が
あ
っ
た
。
こ

の
工
場
を
目
標
に
米
軍
の
Ｂ
29
と
い
う
超
大
型
の
爆
撃
機
に
よ
る
空
襲
が

本
庄
地
区
に
も
あ
っ
た
。

深
江
に
お
け
る
空
襲
体
験
は
昭
和
二
十
年
五
月
十
一
日
の
爆
弾
攻
撃
と
、

六
月
五
日
、
八
月
六
日
の
焼
夷
弾
に
よ
る
空
襲
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
空
襲
で

深
江
地
区
の
住
宅
の
大
半
は
破
壊
さ
れ
焼
失
し
た
。
ち
な
み
に
、
東
灘
か

ら
阪
神
間
に
か
け
て
の
こ
れ
ら
空
襲
の
惨
禍
を
描
い
た
物
語
に
、
有
名
な 写真９　神崎郡の寺院での疎開（『神戸の百年』所収）
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野
坂
昭
如
『
火
垂
る
の
墓
』

（
新
潮
文
庫
他
）
が
あ
る
。

本
校
被
害
の
大
半
は
、
五

月
十
一
日
の
爆
弾
攻
撃
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

日
の
空
襲
は
Ｂ
29
爆
撃
機

か
ら
の
二
五
〇
㌔
爆
弾
に

よ
る
も
の
で
、
建
造
物
破

壊
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
校
も
十
数
発
の

爆
弾
を
受
け
た
。

こ
の
日
の
空
襲
の
様
子

は
、
か
な
り
詳
細
な
公
式

記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
。
以
下
は
、
そ
の
記
録

の
抜
粋
引
用
で
あ
る
。

「
五
月
十
一
日
午
前
十

時
半
過
ぎ
警
報
下
に
敵
Ｂ
29
十
数
機
が
西
南
方
の
白
雲
中
か
ら
突
如
下
向

姿
勢
を
見
せ
た
。
直
ち
に
運
動
場
警
備
員
の
中
島
実
訓
導
か
ら
敵
機
襲
来
、

退
避
を
絶
叫
…
役
場
の
吏
員
中
、
学
校
に
避
難
し
て
い
た
二
人
の
女
事
務

員
は
そ
の
場
で
即
死
し
て
い
た
…
勅
語
謄
本
等
を
護
持
し
た
巽
節
子
訓
導

は
之
を
前
胸
に
固
く
し
ば
っ
て
壕
よ
り
六
甲
山
方
面
に
避
難
し
た
…
や
が

て
二
階
中
央
部
よ
り
火
を
発
し
た
が
水
一
滴
出
ず
…
つ
い
に
校
舎
の
中
央

部
を
焼
失
し
た
」（
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
文
）

「
二
階
中
央
部
か
ら
火
を
発
し
…
校
舎
の
中
央
部
を
焼
失
し
た
」
と
い
う

写真 10　空襲を受けた本庄国民学校

写真 11　奉安殿の前の岩本校長（左）
中央は松井善太郎町長

中
央
部
は
講
堂
の
あ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
屋
上
に
は
東
西
に
二
本
の
五

輪
の
塔
が
た
っ
て
い
た
（
写
真
10
）。
講
堂
の
屋
根
は
焼
け
た
の
で
戦
後
も

永
ら
く
そ
の
傷
跡
が
残
っ
て
い
た
。
雨
漏
り
も
あ
っ
た
。
こ
の
講
堂
は
そ

の
後
も
台
風
の
た
び
に
屋
根
が
破
損
し
、
校
舎
の
被
害
を
一
手
に
ひ
き
受

け
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
気
が
す
る
。

空
襲
の
中
、「
勅
語
謄
本
を
胸
に
抱
い
て
避
難
し
た
」
と
あ
る
勅
語
謄
本

は
校
舎
の
南
に
あ
っ
た
奉
安
殿
に
納
め
ら
れ
て
い
た
（
写
真
11
）。
校
庭
に

は
奉
安
殿
の
西
に
隣
接
し
て
馬
に
乗
っ
た
楠
木
正
成
公
の
像
も
あ
っ
た
。

奉
安
殿
、
楠
公
像
は
忠
魂
碑
と
と
も
に
昭
和
二
十
一
年
秋
よ
り
順
次
無
く

な
っ
た
。

続
く
後
編
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ま
で
の
「
昭
和
時
代
の
本
校
の
歴
史

を
中
心
の
記
述
」
と
、「
老
松
と
忠
魂
碑
」「
校
歌
と
五
輪
塔
」「
二
宮
金
次

郎
像
」
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。


